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近
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
主
に
歴
史
学
の
視
座
か
ら
探
究
す
る
本
研
究
会
に
は
、
４
年
生
14
名
と
大
学
院
生
３
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。
２
名
が
留
学
中
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ロ
シ
ア
）
で
す
。

清し

水み
ず
あ
き明

子こ  

文
学
部
西
洋
史
学
専
攻
　
教
授

　
本
研
究
会
の
現
在
の
テ
ー
マ
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
近
現
代
の
諸
問
題
、
特
に
帝
国
主
義
と

社
会
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
、
ナ
チ
ズ
ム
と
ス
タ

ー
リ
ニ
ズ
ム
、
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
思
想
と
支
配

の
実
証
的
な
研
究
で
す
。
同
時
に
、
民
族
自

決
に
よ
る
国
民
国
家
の
建
設
と
国
民
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
、
国
民
史
の
歴
史
叙

述
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
も
つ
構
造
的
暴
力

の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
す
。
学
生

が
扱
う
対
象
も
、
英
仏
独
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ

ア
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、

ア
メ
リ
カ
と
広
範
な
地
域
に
ま
た
が
り
ま
す
。

私
自
身
は
、
ド
イ
ツ
現
代
史
と
ユ
ー
ゴ
史
を

専
門
と
し
、
バ
ル
カ
ン
の
多
民
族
社
会
に
お

い
て
人
と
人
の
関
係
が
劇
的
に
変
化
す
る
重

要
な
画
期
と
な
っ
た
、
ヒ
ト
ラ
ー
の
ド
イ
ツ

に
よ
る
ユ
ー
ゴ
解
体
、
セ
ル
ビ
ア
占
領
、
ボ

ス
ニ
ア
を
含
む
﹁
ク
ロ
ア
チ
ア
独
立
国
﹂
の

創
設
、
そ
れ
が
90
年
代
の
ユ
ー
ゴ
民
族
紛
争

へ
及
ぼ
し
た
影
響
に
つ
い
て
、
セ
ル
ビ
ア
語

や
ク
ロ
ア
チ
ア
語
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た

史
料
を
発
掘
し
て
分
析
し
て
い
ま
す
。
数

百
万
か
ら
数
千
万
の
住
民
を
強
制
移
住
と
大

量
虐
殺
の
運
命
に
遭
わ
せ
た
民
族
主
義
や
人

種
主
義
が
生
起
し
た
歴
史
的
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

解
明
は
本
研
究
会
の
重
要
な
研
究
課
題
の
一

つ
で
す
。

　
歴
史
学
は
、
我
々
の
今
生
き
る
世
界
の
政

治
経
済
的
／
倫
理
的
構
造
の
理
解
に
つ
な
が

る
営
み
で
す
。
過
去
か
ら
何
を
継
承
し
、
今

後
ど
の
よ
う
に
生
か
し
て
い
く
か
、
歴
史
学

は
将
来
を
見
据
え
て
﹁
歴
史
﹂
を
紡
ぎ
出
し

て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
歴
史
学
の
理
論
と
方

法
を
学
び
、
史
実
に
近
づ
く
た
め
に
史
料
を

吟
味
し
て
実
証
を
行
う
作
業
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
史
実
に
指
示
対
象
を
持
た
な

い
単
な
る
﹁
物
語
﹂
が
描
か
れ
る
こ
と
は
多
く
、

﹁
国
民
﹂
や
﹁
民
族
﹂
を
再
定
義
し
て
序
列
を

つ
け
る
た
め
の
﹁
記
憶
の
戦
争
﹂
は
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
な
か
で
激
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

学
生
諸
君
は
、
日
本
に
い
な
が
ら
も
ゼ
ミ
や

合
宿
に
お
い
て
緊
迫
感
を
持
ち
つ
つ
、
現
在

の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
歴
史
研
究
や
歴
史

叙
述
に
頻
繁
に
見
ら
れ
る
問
題
点
、
史
実
の

隠
蔽
や
善
悪
へ
の
単
純
化
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

的
歪
曲
な
ど
が
ど
の
よ
う
な
形
で
な
さ
れ
て

い
る
か
を
見
定
め
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
和
気

藹
々
と
行
っ
て
い
ま
す
。

　清水研究会では、西洋近現代史という広い領域の中で、ゼミ生
各々が自分の関心に沿ったテーマを設定し、研究に取り組んでい
ます。研究会では、歴史を知り、学ぶだけでなく、歴史をどのよ
うに描くのか、という「書く」力が求められます。先生の専門は
ドイツ現代史、ユーゴスラヴィア史ですが、学生の取り扱う地域
は独、仏、英、東欧、ロシアと幅広く、ゼミ全体で問題意識を共
有し、自らの研究に役立てています。先生の指導の下、多彩なテ
ーマを掲げる仲間と共に、過去と現在を結びながら過去を見る
目を養い、先人が描いた歴史をたどるだけでなく自分の手で歴
史を描くことを目標に、日々史料と向き合っています。

過去を見つめ、歴史を描く
佐
さ

藤
とう

まゆ子
こ
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ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
と
ス
ペ
イ
ン
語
の
社
会
言
語

学
、
そ
し
て
ア
イ
ヌ
語
の
口
承
文
学
を
研
究
す
る
、

そ
れ
ぞ
れ
15
名
弱
の
２
つ
の
研
究
会
で
す
。

藤ふ
じ

田た  

護ま
も
る  

環
境
情
報
学
部
　
専
任
講
師

　
私
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
地
域
研
究
と
ア
ン

デ
ス
人
類
学
を
出
発
点
と
し
て
研
究
を
始
め
、

特
に
南
米
の
ペ
ル
ー
と
ボ
リ
ビ
ア
で
は
、
大

学
生
・
大
学
院
生
と
し
て
の
研
究
や
、
在
ボ

リ
ビ
ア
日
本
大
使
館
で
の
専
門
調
査
員
の
仕

事
で
、
長
い
年
月
を
過
ご
し
て
き
ま
し
た
。

特
に
い
く
つ
か
の
家
族
と
生
活
を
共
に
す
る

中
で
、
先
住
民
の
存
在
感
が
年
々
増
す
ア
ン

デ
ス
社
会
で
、
先
住
民
の
言
葉
の
世
界
や
ア

ン
デ
ス
社
会
を
ど
の
よ
う
に
見
る
か
を
、
家

族
の
視
点
か
ら
教
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
日
本
社
会
で
研
究
者
と
し
て
生

き
て
い
く
に
あ
た
り
、
ア
イ
ヌ
語
と
ア
イ
ヌ

語
の
口
承
文
学
の
勉
強
を
始
め
、
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
口
承
文
学
や
先
住
民
言

語
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か

に
、
少
し
ず
つ
目
を
開
か
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　
湘
南
藤
沢
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
教
員
が
２

種
類
の
異
な
る
研
究
会
を
担
当
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
こ
の
２
つ
の
研

究
分
野
を
そ
れ
ぞ
れ
研
究
会
と
し
て
立
て
て

い
ま
す
。
私
が
驚
く
ほ
ど
に
熱
心
な
学
生
た

ち
に
多
く
恵
ま
れ
、
充
実
し
た
議
論
と
考
察

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　研究会ではスペイン語圏の言語と社会を中心として、輪
読を通じて議論を行い、学生の理解や関心を深めています。
多種多様なバックグラウンドを持つ学生がいることからそ
れぞれが関心を持つ内容は多岐にわたり、研究会で扱うテ
ーマはバラエティに富んでいます。
　その上で大切にしている軸が「“南” からの思考」です。
ラテンアメリカは複雑な歴史と構成を持つ社会であり、現
代世界に対して異議を唱え、新しいビジョンを提示してき
た背景があります。
　また半学半教の精神の下、教員と学生という立場におい
て分け隔てることなく、お互いが学び合い、教え合う存在
として自由闊達な意見交換を実践しています。

　アイヌ語・アイヌ語口承文芸研究会は、北方のアイヌ民族
に関する言語・文化・社会を中心に、広く文化人類学やオー
ラルヒストリーに関する理解を日々深めています。
　研究会内では、論文や研究書を読み進め、その内容に対
して議論を交わす「輪読」、教材や物語を通じての「アイヌ
語の講座」などを主に進めています。
　学生の意見に親身に寄り添い、整理して論点を導いてく
ださる藤田先生の下、文化、言語、自然、神話など多岐に
わたる分野に関心を持つ個性的な学生が集まっています。
学生の多様な視点からの論点が生まれ、全員でそれを受け
止め、（ときどき時間を超えつつも)ゆっくりと論じていける
研究会です。

“南”からの思考（スペイン語圏の言語と社会の研究） アイヌ語・アイヌ語口承文学を学ぶ
丹
に わ

羽秀
しゅう

成
せい

君　総合政策学部 4 年 本
ほん

田
だ

義
よし

矢
や

君　総合政策学部 4 年

南米アンデスとアイヌの人々の間で

ゼミナール・研究室紹介


